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Ⅷ．保守点検と部品交換 

保守点検・部品交換を実施する前に、次の点にご注意下さい。 

点検前の準備に関するご注意 

注１．点検あるいは部品の交換を行うときは、必ず、遮断器を開路し、投入スプリングを釈放してから、

遮断器本体を引出枠から取出し、作業台の上に載せてから行って下さい。 

注２．活線状態では、保守点検は行わないでください。特に引出枠部の点検は、必ず全停電してから行っ

て下さい。感電のおそれがあります。 

注３．通電中、消弧室アークガス排出口に手や顔を近づけないで下さい。火傷のおそれがあります。 

注４．通電停止直後は、遮断器導電部、特にコンタクトや導電部に近接した構造物に触れないで下さい。

火傷のおそれがあります。 

点検中のご注意 

注５．点検、交換は、遮断器を開路し、さらに投入スプリングが釈放されていることを確認してから行っ

て下さい。手指や工具が機構部に挟まれてけがをするおそれがあります。 

点検後のご注意 

注６．取外した消弧室は、必ず取付けて下さい。取付けに不備があると火傷、火災の原因となります。 

 

１．保守点検について 

保守点検は、下記要領書に基づいて実施して下さい。 

・界磁遮断器保守点検要領（弊社資料番号：KRB-0204） 

・気中遮断器・界磁遮断器注油要領（弊社資料番号：KRG-0588） 
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２．部品の交換 

 

2-1.消弧室 

注１．点検、交換は、遮断器を開路し、さらに投入

スプリングが釈放されていることを確認して

から行って下さい。手指や工具が機構部に挟

まれてけがをするおそれがあります。 

 ２．主極消弧室の消弧グリッドにはジルコン樹脂

を使用しています。強いショックを与えない

よう取扱いにご注意下さい。 

 ３．主極消弧室の質量は約１４ｋｇです。落とさ

ないよう注意して下さい。 

 ４．取外した消弧室は、必ず取付けて下さい。取

付けに不備があると火傷、火災の原因となり

ます。 

 

[1]消弧室の取外し 

特殊工具：六角棒スパナ（Ｍ６六角穴付用）、ボック

スレンチ（Ｍ６六角用）をご用意下さい。 

放電極消弧室から取外して下さい。 

1)放電極消弧室の取外し 

図２９のように、取付ねじの２ヶ所をねじの掛かり

が外れるまで緩め、放電極消弧室を上方向に取出し

て下さい。 

2)左側主極消弧室の取外し 

図３０のように、まず、ブローアウトコイル接続ね

じをボックスレンチで緩めます。次に、取付ねじの

２ヶ所をねじの掛かりが外れるまで緩め、消弧室を

上方向に取出して下さい。 

3)右側主極消弧室の取外し 

図３１のように、まず、ブローアウトコイル接続ね

じをスパナで緩めます。次に、2)項と同様にして、

取付ねじを緩め、消弧室を上方向に取出して下さい。 

図２９．放電極消弧室の取外し 

図３０．主極消弧室（左側）の取外し 

図３１．主極消弧室（右側）の取外し 
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[2]消弧室の取付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３２．消弧室の外観 

 

取付けは、SHEET NO.37[1]項 取外しの逆手順で行って下さい。但し、次の点にご注意下さい。 

注：遮断器フレーム側には、セッティングのためのボスを２箇所設けてあります。１箇所は差込結合式を

採用しています。消弧室を垂直に降ろし、正しくセッティングして下さい。 

また、ブローアウトコイル接続ねじ（六角ボルトＭ６×１４）は、消弧室セッティング後必ず、消弧

室に締付けて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３３．主極消弧室の取付け（左側面図） 
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2-2.コンタクト及びコンタクト周辺 

下記にコンタクト及びコンタクト周辺の断面図（遮断器開路状態）を示します。 
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注１．点検、交換は、遮断器を開路し、さらに投入スプリングが釈放されていることを確認してから行っ

て下さい。手指や工具が機構部に挟まれてけがをするおそれがあります。 

 ２．取外した消弧室は、必ず取付けて下さい。取付けに不備があると火傷、火災の原因となります。 

 

[1]消弧室の取外し 

SHEET NO.37 2-1節[1]項 を参照して、消弧室を取外して下さい。図３６のように、コンタクト及びコンタ

クト周辺が容易に観察できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３６．コンタクト部名称 

（図は、遮断器開路で、消弧室を取外した状態です。） 

 



 －41－ 

[2]コンタクトの取外し、取付け 

1)主極固定アーキングコンタクト（SHEET NO.40 図３６参照） 

(1)２個の取付ボルトを抜き取り、コンタクトを取出して下さい。 

(2)新しいコンタクトをセットし、取付ねじで堅固に締付けて下さい。 

注）面取りしている方を奥にして、正しくセットして取付けて下さい。正しくセットされないままねじ

を締めますと、ねじがつぶれたりします。 

 

 

 

 

図３７．主極固定アーキングコンタクト 

 

2)主極可動アーキングコンタクト（SHEET NO.40 図３６参照） 

(1)取付ナットを取外し、コンタクトを抜き取って下さい。 

注）抜き取るとき、スプリングワッシャーが脱落しないよう注意して下さい。 

(2)新しいコンタクトをセットし、取付ナットで堅固に締付けて下さい。 

注）主極可動アーキングコンタクトには、１極ごとに左用、右用があります。左用と右用を反対に取付

けないよう注意して下さい。また、突起部を合わして、正しくセットし取付けて下さい。 

注）取付ナットは，遮断器を１０～２０回開閉してから必ず標準締付トルクで増締めして下さい。標準

締付トルクは、２.７～４.４Ｎ・ｍです。 

 

 

 

 

 

図３８．主極可動アーキングコンタクト 

 

3)放電極アークシュート（SHEET NO.40 図３６参照） 

(1)取付ねじを取外し、アークシュートを抜き取って下さい。 

(2)新しいアークシュートをセットし、取付ねじで堅固に締付けて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３９．放電極アークシュート 

 

[3]消弧室の取付け 

SHEET NO.38 2-1節[2]項 を参照して、消弧室を取付けて下さい。 
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2-3.機構部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４０．機構部断面図（図は開路状態を示します。） 
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図４１．界磁遮断器機構動作部 

 

機構部は非常に複雑です。本書では、点検、交換できる項目だけを説明します。 

注１．点検、交換は、遮断器を開路し、さらに投入スプリングが釈放されていることを確認してから行っ

て下さい。手指や工具が機構部に挟まれてけがをするおそれがあります。 

 ２．本書で述べていない点検、交換はしないで下さい。これらの点検、交換を要する場合は、弊社技術

サービス員までご連絡願います。むやみに手指や工具を機構部に近づけたり触れたりしますと危険

です。 
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フロントカバーと機構部保護カバーを取外すと、機構部、スプリング、内部付属装置の点検、交換が可能と

なります。 

 

[1]フロントカバーの取外し 

図４２のように、取付ねじ４個を抜き取り、チャージングハンドルを手前に倒してから、フロントカバーを

取外して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４２．フロントカバーの取外し方 

 

[2]機構部保護カバーの取外し 

図４３のように、取付ねじ１１個を抜き取り、３枚の機構部保護カバーを取外して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４３．機構部保護カバーの取外し方 
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図４４．遮断スプリングとイナーシャラッチスプリング 

（図はフロントカバー、機構部保護カバーを取外した状態です。） 

 

[3]部品の取外し、取付け 

1)遮断スプリング（図４４参照） 

注：遮断スプリングは強い荷重で働かせています。交換時、十分注意して下さい。 

(1)まず遮断スプリングの長い方のフック（図４４ Ａ部）をペンチで強くつかみ、操作ロッド連結ピンと

の掛りを外してください。 

(2)次にフレームとの掛りを外し、遮断スプリングを取出して下さい。 

(3)新品の遮断スプリングをフレームに掛けてから、長い方のフック（図４４ Ａ部）をペンチで強くつか

み、操作ロッド連結ピンの溝にフックがはまりこむようにセットして下さい。 

2)イナーシャラッチスプリング（図４４参照） 

注：イナーシャラッチスプリング交換時、強くひっぱったりして、スプリングを変形させないよう注意し

て下さい。 

(1) イナーシャラッチストッパとの掛りを外してから、イナーシャラッチとの掛りを外し、取出して下さい。 

(2) 新品のスプリングをイナーシャラッチに掛けてから、イナーシャラッチストッパの溝にフックがはまり

こむようにセットして下さい。 

 

[4]フロントカバー、機構部保護カバーの取付け（SHEET NO.44 図４２、図４３参照） 

作業完了後、必ず取付けて下さい。取付けは、取外しの逆手順で行って下さい。 
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2-4.内部付属装置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４５．内部付属装置配置図 

 

①②⑤⑥⑦のユニット部品についてのみ、点検または交換して下さい。ラッチ釈放コイル（ＬＲＣ）や電圧

引外し装置（ＳＨＴ）動作確認は、フロントカバー、機構部保護カバーを外したまま、投入スプリングの蓄

勢、遮断器の開閉を行いますので、下記の項目にご注意下さい。 

注１．投入用押釦とOPEN-CLOSEDインジケータ（図４５参照）の間に手指や工具等を入れないで下さい。

遮断器が投入したとき、ギャップがなくなり手指や工具を挟み危険です。 

 ２．投入スプリングが蓄勢されている状態では、絶対に、手指や工具を遮断器に近づけないで下さい。 

 ３．本書で述べていない点検、交換はしないで下さい。これらの点検、交換を要する場合は、弊社技術

サービス員までご連絡願います。むやみに手指や工具を機構部に近づけたり触れたりしますと危険

です。 

 

表１１．ラッチ釈放コイル（ＬＲＣ）および電圧引外し装置（ＳＨＴ）コイルの抵抗値（参考値） 

定格電圧の種類（Ｖ） コイル抵抗値（Ω） 

ＤＣ 

１５０Ｖ～２５０Ｖ用 １４７．５～１６６．５ 

９０Ｖ～２５０Ｖ用 ３２．９～３７．１ 

２４Ｖ用 ２．５～２．９ 

 

内部補助スイッチ 

nmasui
長方形

nmasui
タイプライターテキスト
1 2 5
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2-4-1.ラッチ釈放コイル（ＬＲＣ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４６．ＬＲＣ外観図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４７．ＬＲＣ動作確認要領図 

 

[1]ラッチ釈放コイル（ＬＲＣ）の取外し、取付け（図４６参照） 

注：点検、交換は、遮断器を開路し、さらに投入スプリングが釈放されていることを確認してから行って

下さい。手指や工具が機構部に挟まれてけがをするおそれがあります。 

1)投入スプリングを釈放し、さらに遮断器を開路してから、フロントカバー、機構部保護カバーを取外して

下さい。（SHEET NO.44 2-3節 [1][2]項参照） 

2)結線されているファストン端子を抜き取って下さい。 

3)ＬＲＣ取付ねじを外し、ＬＲＣを遮断器から取外して下さい。 

4)新しいＬＲＣの可動コアーが軽く動くことを確認してから、遮断器に取付けて下さい。 

5)ファストン端子を奥まで確実に差込み、結線して下さい。 

6)機械的動作確認をして下さい。（図４７参照） 

・可動コアーの復帰確認 

投入スプリングが釈放され、遮断器が開路していることを確認してから、可動コアーをドライバーの先

端で押し、ゆっくり離して可動コアーが復帰することを確認して下さい。 

・可動コアーのストローク確認 

注：機構部に手指が触れないよう十分注意して下さい。 

チャージングハンドルで投入スプリングを蓄勢してから、可動コアーをドライバーでゆっくり押込んで
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下さい。投入スプリングが釈放され、遮断器が閉路した後、さらに可動コアーを押し込むことができる

ことを確認して下さい。 

7)テストジャンパー（オプション）を用いて電気的動作確認をして下さい。 

8)確認後、安全のため、遮断器を開路して下さい。 

9)作業完了後、フロントカバー、機構部保護カバーを必ず取付けて下さい。（SHEET NO.44 2-3節 [4]項参

照） 

 

2-4-2.電圧引外し装置（ＳＨＴ） 

標準で１個（図４８⑥）装備されます。ご要求により２個（図４８③⑥）装備されているものもあります。

本書では、標準のＳＨＴをＳＨＴ．１（図４９）、オプションで追加するＳＨＴをＳＨＴ．２（図５０）と

称します。標準のＳＨＴ．１と、オプションで追加するＳＨＴ．２は形状が異なります。 
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[1]電圧引外し装置（ＳＨＴ）の取外し、取付け（SHEET NO.48 図４８、図４９、図５０参照） 

注：点検、交換は、遮断器を開路し、さらに投入スプリングが釈放されていることを確認してから行って

下さい。手指や工具が機構部に挟まれてけがをするおそれがあります。 

1)投入スプリングを釈放し、さらに遮断器を開路してから、フロントカバー、機構部保護カバーを取外して

下さい。（SHEET NO.44 2-3節 [1][2]項参照） 

2)遮断器の底部が観察できるように、図のように後方に倒して下さい。 

注：遮断器を後方に倒すときは、下図のように、端子部に適当な枕木を当てて、制御回路２次断路装置ガ

イドピンを損傷させないように保護して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3)結線されているファストン端子を抜き取って下さい。 

4)取付ねじ２本（ＳＨＴ．１は図４８⑤、ＳＨＴ２は図４８④）を外し、ＳＨＴを遮断器から取外して下さ

い。 

5)新しいＳＨＴの可動コアーが軽く動くことを確認してから、遮断器に取付けて下さい。 

6)ファストン端子を奥まで確実に差込み、結線して下さい。 

7)機械的動作確認をして下さい。（SHEET NO.50 図５１、図５２参照） 

・可動コアーの復帰確認 

投入スプリングが釈放され、遮断器が開路していることを確認してから、可動コアーをドライバーの先

端で押し、ゆっくり離して可動コアーが復帰することを確認して下さい。 

・可動コアーのストローク確認 

注：機構部に手指が触れないよう十分注意して下さい。 

チャージングハンドルで投入スプリングを蓄勢し、投入用押釦を押して、遮断器を閉路して下さい。こ

の状態で可動コアーをドライバーでゆっくり押込み、遮断器が開路した後、さらに可動コアーを押し込

むことができることを確認して下さい。 

8)テストジャンパー（オプション）を用いて電気的動作確認をして下さい。 

9)作業完了後、フロントカバー、機構部保護カバーを必ず取付けて下さい。（SHEET NO.44 2-3節 [4]項参

照） 
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図５１．ＳＨＴ．１ 動作確認要領図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５２．ＳＨＴ．２ 動作確認要領図 
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2-4-3.内部補助スイッチ 

内部補助スイッチは、２個（標準）または３個のマイクロスイッチが使用されています。正面（図５４参

照）のマイクロスイッチの組合せは、ＳＨＴの装備数により図５３（ａ）または（ｂ）となります。図５３

（ｂ）の場合、ＬＲＣ回路用のマイクロスイッチは遮断器内部（ＬＲＣの後部）に取付けられています。Ｓ

ＨＴの仕様を確認の上、点検、交換を行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （ａ）ＳＨＴ １個装備の場合           （ｂ）ＳＨＴ ２個装備の場合 

図５３．内部補助スイッチの組立 

注：〈   〉内は線番号を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５４．内部補助スイッチ取付図 
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[1]内部補助スイッチの取外し、取付け（SHEET NO.51 図５３、図５４参照） 

注：点検、交換は、遮断器を開路し、さらに投入スプリングが釈放されていることを確認してから行って

下さい。手指や工具が機構部に挟まれてけがをするおそれがあります。 

1)投入スプリングを釈放し、さらに遮断器を開路してから、フロントカバー、機構部保護カバーを取外し

て下さい。（SHEET NO.44 2-3節 [1][2]項参照） 

2)取外すマイクロスイッチに結線されているファストン端子を抜き取って下さい。 

ＬＲＣ回路用、またはＳＨＴ．２回路用（いずれも左側）を取外すときは、ＳＨＴ．１回路用（右側）

のファストン端子も抜き取って下さい。 

3)取付ねじ（Ｍ４×４０）２本を外し、取外して下さい。 

4)タブ端子を取外し、新品のマイクロスイッチに取外したタブ端子を取り付けて下さい。 

5)図５３の内部補助スイッチの組立に従って取付ねじ（Ｍ４×４０）２本で絶縁板とマイクロスイッチを

機構部サポートに取付けて下さい。 

6)線番号を確認しながら、ファストン端子を差込み結線して下さい。 

7)機械的動作確認をして下さい。 

・遮断器開路状態で、入出力間の導通が以下の状態であることをテスターで確認する。 

ＬＲＣ回路用内部補助スイッチは、導通あり 

ＳＨＴ回路用内部補助スイッチは、導通なし 

・次に、チャージングハンドルで投入スプリングを蓄勢し、投入用押釦を押して遮断器を閉路してから、

入出力間の導通が以下の状態であることをテスターで確認する。 

注：機構部に手指が触れないよう十分注意して下さい。 

ＬＲＣ回路用内部補助スイッチは、導通なし 

ＳＨＴ回路用内部補助スイッチは、導通あり 

8)テストジャンパー（オプション）を用いて電気的動作確認をして下さい。 

9)確認後、安全のため、遮断器を開路して下さい。 

10)作業完了後、フロントカバー、機構部保護カバーを必ず取付けて下さい。（SHEET NO.44 2-3節 [4]項参

照） 
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2-5.補助スイッチ 

補助スイッチは引出枠に固定されています。 
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[1]補助スイッチの取外し、取付け（SHEET NO.53 図５５、図５６参照） 

補助スイッチは、１０回路（５ａ５ｂ）が一組になっています。故障や破損が部分的な場合でもユニットで

交換して下さい。 

注：補助スイッチの点検、交換は、活線状態で行うことはできません。全停電して、補助スイッチの結線

を外した状態で行って下さい。 

1)遮断器本体を引出枠から取出して下さい。 

2)回路を全停電して下さい。 

3)端子ねじ（Ｍ３.５×６）を緩めて外し、制御電線を取外して下さい。 

4)シャフト連結用ナット１個を取外して下さい。 

5)サポート取付ねじ（Ｍ５×８）３本を取外して下さい。 

6)シャフトを操作アームから抜き取り、補助スイッチユニットを取外して下さい。 

7)新しい補助スイッチユニットのシャフトを操作アームの角穴に合わせて、はめ込んでください。 

8)サポート取付ねじ（Ｍ５×８）３本を締付けて下さい。 

9)シャフト連結用ナット（Ｍ４）１個を締付けて下さい。 

10)次の方法で導通テストを行い、異常のないことを確認して下さい。 

ロックレバー（図５５②）を手で下げてロックを解除し、操作スライド板（図５５⑤）を手で上下させ

て、各スイッチの導通の有無をテスターで確認する。 

・操作スライド板上側で“ａ”接点導通あり 

・操作スライド板上側で“ｂ”接点導通なし 

・操作スライド板下側で“ａ”接点導通なし 

・操作スライド板下側で“ｂ”接点導通あり 

11)ロックレバー（図５５②）を手で上げてロックして下さい。 

12)3)項で取外した制御電線を端子ねじ（Ｍ３.５×６）で締付け、補助スイッチ端子に正しく結線して下さ

い。（端子配列：ⅩⅢ章参照） 

13)遮断器本体を引出枠に挿入し、「接続位置」まで挿入操作して下さい。 

14)遮断器を開閉し、補助スイッチが正しく動作することを確認して下さい。 
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2-6.２次断路装置 

２次断路装置は、引出枠側は上下左右４ブロック、遮断器側は左右２ブロックで構成されています。 

 

[1]引出枠側ブロックの取付け、取外し（図５７参照） 

注：引出枠側ブロックの点検、交換は、活線状態ではできません。全停電して、２次断路装置の結線を外

した状態で行って下さい。 

1)遮断器本体を引出枠から取出して下さい。 

2)回路を全停電して下さい。 

3)端子ねじ（Ｍ３.５×６）を緩めて外し、制御電線を取外して下さい。 

4)取付板取付ねじを緩めて外し、取付板を引出枠から取外して下さい。 

注）取付板取付ねじは、ブッシュを介して締付けられています。取外し時、ブッシュを落としたりなくし

たりしないようご注意下さい。 

5)ブロック取付ねじ（１ブロックにつき２本）を緩めて外し、ブロックを取付板から取外して下さい。 

6)新しいブロックを取付板にセットし、ブロック取付ねじ（１ブロックにつき２本）で、ブロックを取付板

に取付けて下さい。 

7)取付板取付ねじ（２本）にブッシュを通して、取付板を引出枠に取付けて下さい。 

8)3)項で取外した制御電線を端子ねじ（Ｍ３.５×６）で締付け、２次断路装置端子に正しく結線して下さ

い。（端子配列：ⅩⅢ章参照） 

9)端子カバーを取付けて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５７．引出枠側ブロックの交換 
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[2]遮断器側ブロックの取付け、取外し（図５８参照） 

1)遮断器本体を引出枠から取出して下さい。 

2)ファストン端子を抜き取り、ブロックへの結線を取外して下さい。 

3)取付板取付ねじを緩めて外し、取付板を遮断器から取外して下さい。 

注）結線用の電線がつながっていますので、ブロックと取付板のユニットを遮断器から完全に取外すこと

はできません。 

4)ブロック取付ボルト（１ブロックにつき２本）を緩めて外し、ブロックを取付板から取外して下さい。 

5)新しいブロックを取付板にセットし、ブロック取付ボルト（１ブロックにつき２本）で、ブロックを取付

板に取付けて下さい。 

6)取付板取付ねじ（４本）で、取付板を遮断器に取付けて下さい。 

7)3)項で取外したファストン端子を差込み、ブロックに正しく結線して下さい。（端子配列：ⅩⅢ章参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５８．遮断器側ブロックの交換 
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2-7.位置スイッチ（オプション） 

 

[1]位置スイッチの取付け、取外し（図５９参照） 

注：位置スイッチの点検、交換は、活線状態ではできません。全停電して、位置スイッチの結線を外した

状態で行って下さい。 

1)遮断器本体を引出枠から取出して下さい。 

2)回路を全停電して下さい。 

3)端子ねじ（Ｍ３.５×６）を緩めて外し、制御電線を取外して下さい。 

4)取付ねじ（３本）を緩めて外し、位置スイッチユニットを引出枠から取外して下さい。 

5)新しい位置スイッチユニットをセットし、取付ねじ（３本）で引出枠に取付けて下さい。 

6)3)項で取外した制御電線を端子ねじ（Ｍ３.５×６）で締付け、位置スイッチ端子に正しく結線して下さ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５９．位置スイッチの交換 

引出枠 

位置スイッチ 

アクチュエータ 
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2-8.ポンピング防止リレー（ＨＣ） 

ポンピング防止リレーは、投入信号を入れて、すぐに遮断器が開路した場合の再投入を防止するためのリレ

ーです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６０．モータ制御ユニットプリント基板（ＰＣＢ）取付図（底面図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６１．リレー（ＨＣ）実装図 
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[1] ポンピング防止リレー（ＨＣ）の取外し、取付け（図６０、図６１参照） 

注：点検、交換は、遮断器を開路し、さらに投入スプリングが釈放されていることを確認してから行って

下さい。手指や工具が機構部に挟まれてけがをするおそれがあります。 

1)投入スプリングを釈放し、さらに遮断器を開路してから、フロントカバー、機構部保護カバーを取外し

て下さい。（SHEET NO.44 2-3節 [1][2]項参照） 

2)遮断器の底部が観察できる状態にして下さい。（SHEET NO.49 2-4-2.節 [1]項 2)参照） 

3)遮断スプリングをSHEET NO.45 2-3.節 [3]項に示す手順で取外して下さい。 

4)側板サポート取付タッピングねじ（左右各１本）を緩めて外し、側板サポートを取外して下さい。 

5)ＰＣＢ取付ねじ（２本）を緩めて外し、ＰＣＢ上のＨＣが見える状態にして下さい。 

6)ＨＣを止めているクリップを外し、ＰＣＢ上のリレーソケットからＨＣを抜き取って下さい。 

注）ＰＣＢに結線されているファストン端子は、取外す必要はありません。 

7)新しいＨＣをＰＣＢ上のリレーソケットに差し込みクリップで止めて下さい。 

8)結線されているファストン端子が確実に奥まで差し込まれているかチェックして下さい。判別しにくい

場合は一度抜き取り、再び、確実に差し込んで下さい。 

9)ＰＣＢをＰＣＢ取付ねじ（２本）で、遮断器の元の位置に取付けて下さい。 

10)側板サポートを側板サポート取付タッピングねじ（左右各１本）で元の位置に取付けて下さい。 

11)2)で取外した遮断スプリングをSHEET NO.45 2-3.節 [3]項に示す手順で取付けて下さい。 

12)電気的動作確認をして下さい。 

遮断器を取出した状態で、テストジャンパー（オプション）を接続するか、テストジャンパーがない場

合は、遮断器を「試験位置」に挿入して、電気的に開閉操作して動作確認して下さい。（テストジャン

パーについては、SHEET NO.63 2-9-2.節を参照） 

(1)投入スプリングを蓄勢して下さい。 

(2)押釦スイッチ “Ｐ.Ｂ.（クローズ）”（SHEET NO.23 図１５、またはSHEET NO.24 図１６参照）を

押してオン状態を保持し、遮断器を閉路状態にして下さい。 

注）押釦スイッチをオフにしないで下さい。 

(3)(2)の状態のまま、遮断器を開路状態にして下さい。 

投入スプリングが「ＣＨＡＲＧＥＤ」になっても遮断器が再閉路しないことを確認して下さい。 

(4) 押釦スイッチ “Ｐ.Ｂ.（クローズ）”をオフにすると、遮断器は再び閉路できるようになること

を確認して下さい。 

13)作業完了後、フロントカバー、機構部保護カバーを必ず取付けて下さい。（SHEET NO.44 2-3節 [4]項参

照） 
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2-9.その他 

スロークローズ器具（オプション）、テストジャンパー（オプション）をお持ちの場合は、遮断器の開閉動

作（機械的または電気的）を確認することができます。 

 

2-9-1.スロークローズ操作について  

遮断器の開閉動作を機械的に確認する操作です。スロークローズ器具（オプション、別売、１台につき２

個）を装着し、チャージングハンドルで主極コンタクトの閉路をスローで操作し、各コンタクトの開閉タイ

ミングを確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６２．スロークローズ器具装着方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６３．スロークローズ器具外観 
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[1]スロークローズ操作方法（SHEET NO.60 図６２、図６３参照） 

注１．スロークローズ操作は、必ず、遮断器を引出枠から取出して、作業台の上で行って下さい。 

 ２．スロークローズ操作は、遮断器の点検以外の目的では操作しないで下さい。 

1)遮断器を引出枠から取出して下さい。 

2)遮断器の底部が観察できる状態にして下さい。（SHEET NO.49 2-4-2.節 [1]項 2)参照） 

3)チャージングハンドルをポンピング操作し、投入スプリングを蓄勢して下さい。 

4)スロークローズ器具の板バネを図６２ Ａ部の角穴にはめ込んで下さい。スロークローズ器具のピンの

向きが、図６２の通りになっていることを確認して下さい。 

注１．スロークローズ器具をはめ込む際は、決して投入用押釦を押すことのないように十分注意して下さ

い。手指や工具が機構部に挟まれてけがをするおそれがあります。 

 ２．スロークローズ器具は、必ず、左右の投入スプリングガイドにそれぞれはめ込んで下さい。 

 ３．左側の投入スプリングガイド近傍には、引出操作解除レバーをロックするスロークローズレバーが

あります。左側の投入スプリングガイドにスロークローズ器具をはめ込む際、スロークローズ器具

のピンがスロークローズレバーを押し込む状態になっていることを確認して下さい。 

5)閉路操作が行える状態であることを確認して下さい。（SHEET NO.19 Ⅵ章 1-2.節参照） 

6)コンタクトの動きを見るために、消弧室を取外して下さい。（SHEET NO.37 2-1.節 [1]項参照） 

7)投入用押釦を押して下さい。機構部は少し動きますが、遮断器は投入しません。これでスロークローズ

の準備は完了しました。 

8)チャージングハンドルでポンピング操作をして下さい。チャージングハンドルの動きにつれて両端の主

極可動コンタクトが閉路方向に移動します。ポンピング操作をしながら、次の項目を確認して下さい。

（SHEET NO.39 図３４、図３５、SHEET NO.40 図３６参照） 

a)主極可動アーキングコンタクトが主極可動メインコンタクトより先に固定コンタクトに接触すること。 

b)主極可動アーキングコンタクトが主極固定アーキングコンタクトに接触した後に、放電極可動コンタ

クトが開路すること。（主極可動アーキングコンタクトと放電極可動コンタクトがいずれも固定コン

タクトに接触しているときがあること。） 

接点の消耗などでa)、b)を満足しない場合は、主極可動アーキングコンタクト、および主極固定アーキ

ングコンタクトを交換して下さい。 

9)３～４回のポンピング動作で遮断器は閉路を完了します。 

注：スロークローズ器具は、投入スプリングの蓄勢状態を保持する器具です。スロークローズ操作中、ス

プリングチャージインジケータの表示が変わりますが、実際は投入スプリングは蓄勢されたままです。 

10)開路用押釦を押し、遮断器を開路させて下さい。スロークローズ操作を繰り返すときは、7)項から行っ

て下さい。 

 

[2]スロークローズの解除 

1)開路用押釦を押し、遮断器を開路させて下さい。 

2)チャージングハンドルでポンピング操作し、投入スプリングを完全に蓄勢して下さい。スプリングチャ

ージインジケータは、「ＣＨＡＲＧＥＤ」を表示します。 

3) 投入スプリングガイドからスロークローズ器具を取外して下さい。 

注：投入用押釦を押した後に、器具の取外しはできません。再度、[1] 8)～10)の操作を行ってから取外

して下さい。 

4)投入スプリングを釈放してから、遮断器を開路し、消弧室を取付けて下さい。（SHEET NO.37 2-1.節 

[2]項参照） 
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2-9-2.テストジャンパー（オプション）について  

テストジャンパーは、遮断器本体を引出枠から取出した状態で、遮断器本体側と引出枠側の２次断路装置間

を電気的に接続する装置です。遮断器本体を引出枠から取出した状態で、遮断器の電気的開閉動作を確認す

ることができます。２次断路装置への接続方式は、コネクタ式です。（図６４参照） 

注１．引出枠側の２次断路装置は、常に充電されています。差込み、取外しの際は、いったん全停電した

上で行って下さい。 

 ２．コネクタは、完全に奥まで差し込んでからご使用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引出枠側                      遮断器側 

図６４．テストジャンパー外観 

 

※電線長はご指定下さい。ご指定のない場合の電線長は５ｍです。 
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Ⅸ．耐電圧試験及び絶縁抵抗試験 

 

紙原稿を使用。未データ化。 
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Ⅹ．トラブルシューティング 

本書では、予想されるトラブルを、次のように分類して説明します。 

・開閉操作上のトラブル   ・蓄勢できない 

・閉路できない 

・開路できない 

※開閉操作上のトラブルに対する処置は、SHEET NO.67 表１３にまとめています。 

 

・引出操作上のトラブル   ・引出操作解除レバーが下がらない 

・引出ハンドルがまわらない 

・引出ハンドルをまわしても遮断器が動かない 

・「断路位置」から遮断器を引出せない 

・遮断器を引出枠から取出せない 

 

・異常発熱について 

 

注）本書に記載のないトラブルに関しては、弊社までご連絡下さい。 

 

１．開閉操作上のトラブル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※処置内容は、SHEET NO.68 表１３をご覧下さい。 

図６５．“蓄勢できない”トラブルシューティング 

 

蓄勢できる 

正常 

蓄勢できない 

異常 

チャージングハンドル 

によるポンピング動作 

SHEET NO.18 

Ⅵ章 1-1.節参照 

制御回路の確認 

 

 

 

処置 

Ａ３ 

 

 

処置 

Ａ２ 

 

 

処置 

Ｂ 

蓄勢できない 
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※処置内容は、SHEET NO.68 表１３をご覧下さい。 

図６６．“閉路できない”トラブルシューティング 

KRB-0204e参照 

47 

47 

64 

49 

60 

61 
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※処置内容は、SHEET NO.68 表１３をご覧下さい。 

図６７．“開路できない”トラブルシューティング 

KRB-0204e参照 
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49 
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図４４参照 
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表１３．開閉操作上のトラブル処置内容 

処置 
予想される要因 

記号 内容 

Ａ１ 

当社にご連絡下さい 

・メインコンタクトの消耗 

・導電部の接続不良など 

Ａ２ 
・機構部の部品変形、損傷 

・スプリングのはずれ、折損など 

Ａ３ 
・チャージングモータの断線、ブラシの消耗 

・機構部の異常など 

Ａ４ 
・接点溶着 

・機構部の異常など 

Ｂ 制御回路を正常にして下さい 

・制御電圧が低い、または高い 

・制御スイッチや補助継電器などの接触または動作不良 

・２次断路装置接続端子の接続不良 

・結線ミスなど 

Ｃ 
閉路できる条件にして下さい 

（SHEET NO.19 Ⅵ章 1-2.節参照） 

・引出操作解除レバーが下方に倒れている 

・OPENパッドロックがかかったままである 

・引出ハンドルが差し込まれたままである 

Ｄ１ 
ＬＲＣを交換して下さい 

（SHEET NO.47 Ⅷ章 2-4-1.節 [1]項 

 参照） 

・コイル断線またはレアーショート 

・突棒の詰まり 

Ｄ２ ・突棒の復帰不良 

Ｅ１ 
ＳＨＴを交換して下さい 

（SHEET NO.48 Ⅷ章 2-4-2.節 [1]項 

 参照） 

・コイル断線またはレアーショート 

・突棒の詰まり 

Ｅ２ ・突棒の復帰不良 

Ｆ 

遮断スプリングを交換して下さい 

（SHEET NO.45 Ⅷ章 2-3.節 [3] 1）項 

 参照） 

・遮断スプリングの不良、耐久寿命などによる変形、折

損 

Ｇ 

ポンピング防止リレーを交換して下さい 

（SHEET NO.59 Ⅷ章 2-8.節 [1]項 

 参照） 

・リレーの接点不良、コイル断線のまたはレアーショー

トなど 
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２．引出操作上のトラブル 

引出操作上のトラブルに対しては、まず、Ⅶ章「引出操作」を参照して、引出操作に誤りがないかをご確認

下さい。正しい操作をしても引出操作ができない場合や、本節で述べていないトラブルが発生した場合は、

弊社までご連絡下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６８．“引出操作解除レバーが下がらない”トラブルシューティング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６９．“引出ハンドルがまわらない”トラブルシューティング 

「ＯＰＥＮ」 

引出操作解除レバーが下がらない 

 

 ＯＰＥＮ－ＣＬＯＳＥ 

インジケータの表示 

引出位置パッドロックが 

かかっていないか 

SHEET NO.15 図１１参照 

スロークローズ器具を 

つけたままではないか 

SHEET NO.60 図６２参照 

弊社にご連絡下さい 

かかっていない 

付けていない 

「ＣＬＯＳＥ」 

かかっている 

付けたままである 
スロークローズ器具を外す 

SHEET NO.61 Ⅷ章 

2-9-1.節 [2]項参照 

パッドロックを外す 

遮断器を開路する 

掛かっている 

ねじの掛り 
をはずして 
いる 

している 

解除（下方に倒れている） 

ロック状態 

（上方に復帰している） 

「ＣＯＮＮ．」 

「ＩＳＯＬＡＴＥＤ」 

していない 「ＴＥＳＴ」または中間位置 

引出ハンドルがまわらない 

引出操作解除レバーの状態 

引出位置インジケータの 

表示 

引出操作解除レバーを下方に

倒してからまわして下さい 

SHEET NO.27 図１８参照 

引出ハンドルで引出そうと 

していないか 

断路位置からは引出ハンドル 

で引出せません 

SHEET NO.29,30 Ⅶ章 1-3.節 

参照 

遮断器固定ねじが掛かって 

いないか 

ねじの掛かりが外れるまで 

緩めて下さい 

弊社にご連絡下さい 
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図７０．“引出ハンドルをまわしても遮断器が動かない”トラブルシューティング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７１．“「断路位置」から遮断器を引出せない”トラブルシューティング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７２．“遮断器を引出枠から取出せない”トラブルシューティング 

引出ハンドルをまわしても 

遮断器が動かない 

引出ストッパの状態 
解除（下方に倒れている） 

ロック状態 

（上方に復帰している） 

弊社にご連絡下さい 

確実に断路位置（引出ストッパ 

が上方に復帰）になるまで 

遮断器を押込んで下さい 

注）引出位置インジケータが 

「ＩＳＯＬＡＴＥＤ」になって 

いないと遮断器を確実に断路位 

置まで押込むことはできません 

ロック状態 

（上方に復帰している） 

解除（下方に倒れている） 

まわせる 

まわせない 

断路位置から遮断器を 

引出せない 

引出ストッパの状態 

引出ストッパを下方に下げて 

から引出とってを持って引出 

して下さい（SHEET NO.29 

Ⅶ章 1-3.節 1)項参照） 

断路位置の確認 

引出ハンドルを挿入し軽く 

反半時計方向に回してみる 

確実に断路位置にするために 

引出ハンドルを軽くまわせる 

ところまで回してみる 

弊社にご連絡下さい 

遮断器を引出枠から 

取出せない 
ロック状態 

（上方に復帰している） 

解除（下方に倒れている） 

引出ストッパの状態 

引出ストッパを下方に下げて 

からリフターなどで遮断器を 

引出枠から取出して下さい 

SHEET NO.30 Ⅶ章 1-3.節 

2)項参照） 

弊社にご連絡下さい 
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３．異常発熱について 

異常発熱（端子部など）により遮断器から異臭や発煙が発生した場合は、以下の手順に従って確認、点検を

行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７３．異常発熱のトラブルシューティング 

緩んでいる 

上昇している 

表面にほこり、異 

物が付着していた 

り、汚れている 

正常 

正常 

正常 

表面の消耗、 

荒れがひどい 

異常発熱している 

端子ねじの緩み確認 
端子ねじを増締め 

して下さい 

負荷電流値の確認 周辺機器を点検して下さい 

主極メインコンタクト点検 

KRB-0204f参照 

弊社にご連絡下さい 

主極メインコンタクト 

表面を清掃して下さい 

KRB-0204f参照 
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ⅩⅡ．外形図 

１．ＡＴ４０ＦＤ 

 

投入用押釦 

開路用押釦 
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２．ＡＴ１６ＦＤ 

 

投入用押釦 

開路用押釦 
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ⅩⅢ．制御回路端子配列 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●本 社 〒547-0002 大阪市平野区加美東六丁目13番47号 

http://www.terasaki.co.jp/ 

 

お問い合わせ先は下記機器事業所へ 

●東 京 営 業 所 〒103-0025 東京都中央区日本橋茅場町1-6-10 日幸茅場町ビル5F 

TEL 03-5644-0160 FAX 03-5644-0161 kiki-tokyo@terasaki.co.jp 

●大 阪 営 業 所 〒547-0002 大阪市平野区加美東6-13-47 

TEL 06-6791-2756 FAX 06-6791-2732 kiki-osaka@terasaki.co.jp 

●東 北 営 業 所 〒983-0045 宮城県仙台市宮城野区宮城野3-5-15 宮城野アベニュー1F 

TEL 022-296-4230 FAX 022-296-4231 

●名古屋営業所 〒465-0013 名古屋市名東区社口1-908 

TEL 052-760-1401 FAX 052-776-7015 kiki-nagoya@terasaki.co.jp 

●四 国 営 業 所 〒762-0044 香川県坂出市本町3-6-12 さくらビル2F 

TEL 0877-85-9001 FAX 0877-85-9002 kiki-shikoku@terasaki.co.jp 

●九 州 営 業 所 〒815-0033 福岡市南区大橋1-2-3 大橋センタービル3F 

TEL 092-512-8731 FAX 092-511-0955 kiki-kyushu@terasaki.co.jp 

 

１９９１年０１月 発行 

２０００年０３月 改訂，２００８年０５月 改訂 

２００８年０７月 改訂，２０１２年０５月 改訂 

２０１７年０３月 改訂，２０１８年０９月 改訂 

２０２４年０１月 改訂 

 

※内容をお断りなしに変更することがあります。ご了承ください。 

※この取扱説明書は再生紙を使用しています。 
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